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働
蜂
の
校
章
の
も
と
渥
美
農
業
高
等
学
校
で

勉
学
に
勤
し
ま
れ
た
皆
様
、
い
か
が
お
過
ご
し
で

し
ょ
う
か
。
日
頃
よ
り
本
校
の
教
育
に
つ
き
ま
し

て
は
、
多
大
な
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
衷

心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
の
四
月
本
校
に
着
任
し
、
早
い
も
の
で
一

年
半
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年
夏
に
同
窓
会
報
で

ご
報
告
し
て
か
ら
の
母
校
の
様
子
や
、
微
力
な
が

ら
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
学
校
経
営
の
一
端
を
、
こ

の
紙
面
を
お
借
り
し
て
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

生
徒
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
度
よ
り
農
業
・

施
設
園
芸
科
が
合
計
で
八
十
名
募
集
と
な
り
、
平

成
十
八
年
度
は
一
、
二
年
生
が
四
ク
ラ
ス
、
三
年
生

が
五
ク
ラ
ス
の
十
三
ク
ラ
ス
編
成
と
な
り
ま
し

た
。
教
員
の
異
動
に
つ
い
て
は
、
長
年
ご
勤
務
い
た

だ
い
た
実
習
教
師
の
冨
田
三
人
先
生
が
ご
勇
退
さ

愛発
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期
日

平
成
十
八
年
六
月
十
二
日
（
月
）

S
六
月
二
十
三
日
（
金
）

施
設
園
芸
科

生
活
科
学
科

~
見
学
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、

゜
ヽ
ー
テ
ィ
ー
。

六
月
十
四
日
（
水
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

~
午
前
は
フ
ロ
ー
ラ
を
見
学
し
、
午
後
は
パ

~
プ
リ
カ
・
バ
ラ
・
ブ
ド
ウ
の
温
室
を
見
学
。

~
六
月
十
五
日
（
木
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

~
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
に
て
水
質
調
査
・
造
園

~
等
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
、
夕
方
ボ
ー

~
究
や
生
活
科
学
科
の
農
家
宿
泊
実
習
、
部
活
動
で

リ
ン
グ
を
楽
し
む
。

~
は
野
球
部
の
三
河
・
東
三
河
の
準
優
勝
、
卓
球
・

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
等
、
先
生
・
生
徒
の
努
力
に
よ
り
~
六
月
十
六
日
（
金
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

各
パ
ー
ト
ナ
ー
と
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
（
花

~
立
派
な
成
績
を
あ
げ
て
い
ま
す

。

長
巳

~
屋
・
造
園
業
者
・
観
光
農
園
）
で
終
日
勤
労

~
さ
て
同
窓
会

•
P
T
A

・
地
域
の
方
々
の
理
解

会

勝

会

体
験
を
す
る
。

窓
辺
~
に
よ
り
始
ま
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
と
の
国
際
交
流
事
業

同

可、、I
~

も
九
回
目
が
六
月
に
出
発
、
こ
の
派
遣
研
修
も
来
~
六
月
十
七
日
（
土
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

同
窓
会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝
の
~
年
は
十
年
目
と
な
り
ま
す

。

来
年
の
十
年
目
に
向
~
終
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
市
内
見
学

。

中

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

。

日
頃
は
同
窓
会
~
け
学
校
・
同
窓
会
で
そ
れ
な
り
の
記
念
交
流
を
進

i

国
寺
院
•
N
A
P

・
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
の
家
・

~
ダ
ム
広
場
な
ど
を
見
学

。

活
動
に
対
し
、
御
理
解
と
協
力
を
賜
り
厚
く
御
礼
~
め
た
い
と
思
い
ま
す

。

"
六
月
十
八
日
（
日
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

~
情
報
化
社
会
の
流
れ
の
中
、
同
窓
会
の
運
営
上

申
し
上
げ
ま
す
。

~
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
過
ご
す

。

平
成
十
八
年
同
窓
会
総
会
が
、
五
月
二
十
一
日
、
~
い
ろ
い
ろ
問
題
が
起
き
て
い
ま
す。

地
域
在
住
の

渥
美
農
両
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
、
事
業
・
会
計
~
会
員
が
多
い
中
で
す
が
、
学
校
卒
業
し
て
三
ー
五
~

六
月
十
九
日
（
月
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

報
告
・
オ
ラ
ン
ダ
国
際
交
流
事
業
等
の
報
告
が
行
~
年
目
と
な
る
と
送
っ
た
会
報
の
二
割
以
上
が
、
住
~
午
前
中
よ
り
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
ー
の
準
備

を
し
、
パ
ー
テ
ィ
ー
終
了
後
ホ
テ
ル
ヘ
。

わ
れ
ま
し
た

。

渥
美
農
高
も
長
い
歴
史
の
中
で
、
大
~
所
移
転
・
変
更
に
よ
り
学
校
に
も
ど
っ
て
来
る
、

き
な
変
革
の
時
を
迎
ス
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
~
個
人
情
報
保
護
法
に
よ
り
、
住
所
・
氏
名
等
の
掲
~
六
月

二
十
日
（
火
）
ベ
ル
ギ
ー
観
光

域
と
の
連
携
を
深
め
て
の
理
解
の
中
で
、
更
な
る
~
載
が
自
由
に
出
来
な
く
な
り
ま
す。

や
が
て
一
万
職
員
福
井
敏
幸
~
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
ヘ
バ
ス
で
移
動
し
、
市
内

見
学
。
（
グ
ラ
ン
・
プ
ラ
ス
、
市
庁
舎
、
小
便

発
展
を
め
ざ
し
人
材
育
成
を
進
め
て
ゆ
く
も
の
と
~
名
を
迎
え
る
会
員
に
連
絡
・
回
答
が
必
要
と
な
る
、
三
研
修
日
程
と
内
容

確
信
し
て
い
る
も
の
で
す

。

~
同
窓
会
名
簿
を
作
成
す
る
の
か
中
止
す
る
の
か
難
六
月
十

二
日
（
月
）
オ
ラ
ン
ダ
ヘ
向
け
出
発
~
小
僧
の
像
な
ど
を
見
学
）

渥
美
半
島
も
―
つ
の
田
原
市
と
な
り
、
自
治
体
~
題
が
直
面
し
て
い
ま
す

。
六

時
三
十
分
に
豊
橋
駅
へ
集
合
し
、
品
川
~
六
月
二

十
一
日
（
水
）
ベ
ル
ギ
）
観
光

別
農
業
産
出
額
、
七
五
九
億
で
全
国
ト
ッ
プ
で
あ
~
今
回
会
報
に
つ
い
て
は
、
業
者
を
通
じ
発
行
発
経
由
で
成
田
空
港
へ

。

夕
刻
ス
キ
ポ
ー
ル
空
~
ゲ
ン
ト
ヘ
移
動
し
、
市
内
見
学
。
（
フ
ラ
ン

り
、
渥
美
農
品
は
、
県
内
農
業
高
校
十
校
の
中
で
、
~
送
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
に
つ
い
港
到
着
後
、
姉
妹
校
職
員
の
案
内
で
ホ
テ
ル
~
ド
ル
伯
爵
城
、
聖
バ
ー
フ
大
聖
堂
な
ど
を
見

•
学
）
ブ
ル
ー
ジ
ュ
に
て
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。

親
が
農
業
と
い
う
生
徒
が
一
番
多
い
学
校
で
す

。

~
て
は
同
窓
会
名
簿
と
共
に
会
員
の
皆
さ
ん
の
意
見
へ

。

豊
橋
か
ら
渥
美
に
か
け
て
同
窓
会
員
が
農
業
経
営
~
を
基
に
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

C

六
月
十

三
日
（
火
）
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

i

六
月
二
十
二
日
（
木
）
ベ
ル
ギ
ー
観
光

に
頑
張
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
い
ま
す

。

i
今
後
共
に
同
窓
会
活
動
に
理
解
と
協
力
を
御
願
ホ
テ
ル
よ
り
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
へ
移
動
し
~
午
前
中
ブ
ル
）
ジ
ュ
の
中
心
地
（
マ
ル
ク

学
校
で
は
「
カ
ク
メ
ロ
」
の
愛
称
の
メ
ロ
ン
の
研
~
い
致
し
ま
し
て
挨
拶
と
致
し
ま
す

。

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー

。

午
後
は
デ
ル
フ
ト
市
内
~
ト
、
聖
母
教
会
な
ど
）を
馬
車
に
て
見
学

。
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~
れ
た
ほ
か
、
裏
面
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す

。

~
校
開
放
講
座
は
、
今
年
度
も
行
わ
れ
て
県
民
か
ら
~
り
ま
し
た

。

惜
し
く
も
東
海
大
会
で
優
秀
と
な
り

~
昨
年
報
告
し
ま
し
た
よ
う
に
、
本
校
が
魅
力
と
~
好
評
で
す
。
生
徒
が
毎
学
期
末
に
行
う
奉
仕
作
業
~
全
国
大
会
へ
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た

。

他
方
、
六
月

~
活
力
に
あ
ふ
れ
た
学
校
で
あ
る
こ
と
を
発
信
す
る
~
も

、

毎
回
二
百
名
の
生
徒
が
参
加
し
て
地
域
美
化
~
に
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
ま
し
た
よ
う
に
、

~
た
め
、
田
原
・
豊
橋
市
内
中
学
校
へ
の
学
校
訪
問
~
に
役
立
っ
て
い
ま
す

。

~
四
角
い
メ
ロ
ン
「
カ
ク
メ
ロ
」
の
特
許
をJ
A

愛
知

~
を
は
じ
め
て
い
ま
す

。

昨
年
は
四
回
行
い
、
今
年
度
~
今
年
で
九
回
目
と
な
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
姉
妹
校
~
み
な
み
と

J
A

豊
橋
と
共
同
で
出
願
し
ま
し
た

。

~
は
五
回
を
予
定
し
て
お
り
ま
す

。

ま
た
昨
年
、
十
月
~
交
流
事
業
は
、
今
年
も
同
窓
会
の
絶
大
な
る
バ
ッ
~
「
カ
ク
メ
ロ
」
は
昨
年
の
「
愛
・
地
球
博
」
や
全
国
産

~
実
施
と
し
て
内
容
を
充
実
さ
せ
た
「
体
験
入
学
」
は
~
ク
ア
ッ
プ
の
も
と
六
月
十
二
日
か
ら

二
十
三
日
ま
~
業
教
育
フ
ェ
ア
に
も
展
示
し
て
紹
介
さ
れ
、
一
個

~
中
学
生
の
好
評
を
博
し
、
一
ヶ
月
後
の
農
高
祭
に
~
で
行
わ
れ
ま
し
た

。

参
加
者
は
九
名
（
男
子
三
名
、
~

一
万
円
以
上
で
全
国
か
ら
続
々
と
引
き
合
い
が
あ

~
も
多
く
の
中
学
生
が
再
訪
し
て
く
れ
ま
し
た

。

こ
~
女
子
六
名
）
で
し
た
が
、
教
員
二
名
と
実
習
教
師

一

~
り
ま
す。

さ
ら
に
、
七
月
に
は
農
林
水
産
副
大
臣
が

~
う
し
た
成
果
は
募
集
状
況
に
も
反
映
さ
れ
、
今
年
~
名
で
引
率
し
ま
し
た

。

来
年
は
交
流
事
業
十
周
年
~
学
校
を
訪
問
し
、
生
徒
と
一
緒
に
収
穫
す
る
な
ど

~
度
入
試
も
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た。

~
と
な
り
ま
す
の
で
、
記
念
と
な
る
事
業
を
現
在
検
~
話
題
に
な
り
、
こ
の
様
子
は
報
道
機
関
の
み
な
ら

~
学
校
の
特
色
を
生
か
し
た
事
業
も
新
規
に
始
ま
~
討
し
て
お
り
ま
す
。
~
ず
同
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
載
り
ま
し
た

。

~
り
ま
し
た。

今
年
度
県
教
委
の
指
定
に
よ
り
「
心
が
~
部
活
動
で
は
、
野
球
部
が
甲
子
園
大
会
の
予
選
~
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
本
校
生
徒
は
、
先
生
方
の
指

~
ふ
れ
あ
う
学
校
づ
く
り
」
が
地
元
幼
稚
園
や
小
学
~
で
九
年
ぶ
り
に
四
回
戦
ま
で
進
み
大
活
躍
し
ま
~
導
の
も
と
、
学
校
の
諸
活
動
に
活
躍
し
て
お
り
、
日

~
校
、
福
祉
施
設
な
ど
と
連
携
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
~
し
た

。

昨
年
夏
以
後
の
鈴
木
至
紀
監
督
の
チ
ー
ム
~
常
生
活
に
お
い
て
も
礼
儀
正
し
く
挨
拶
や
服
装
も

~
す

。

農
場
の

一
角
を
専
用
の
ふ
れ
あ
い
農
園
と
し
~
作
り
が
功
を
奏
し
ま
し
た

。

ま
た
、
卓
球
部
は
こ
の
~
た
い
へ
ん
に
良
好
な
状
態
で
、
地
域
か
ら
信
頼
を

~
て
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
作
付
け
や
収
穫
な
ど
で
教
師
~
夏
の
県
―
一
部
リ
ー
グ
で
優
勝
し
、
初
め
て
の
一
部
~
得
て
お
り
ま
す

。

~
や
生
徒
と
交
流
し
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す

。

ま
~
リ
ー
グ
入
り
（
六
校
の
う
ち
県
立
は
木
校
の
み
）
を
~
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
母
校
お
よ
び
母
校

~
た
、
豊
橋
技
術
科
学
大
学
と
は
、
先
進
技
術
を
農
業
~
果
た
し
、
渡
辺
廣
嗣
監
督
は
八
年
か
か
っ
て
当
面
~
生
徒
に
今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
温
か
い
ご
支
援
と
ご

~
に
生
か
す
教
育
や
農
業
実
践
を
通
し
て
絆
を
深
め
~
の
夢
を
現
実
に
し
て
お
り
ま
す

。

今
春
の
県
大
会
~
指
導
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
心
か
ら
念
願
い
た
し

~
て
い
こ
う
と
考
え
、
こ
の
七
月
に
は
大
学
の
先
生
~
へ
は
卓
球
部
の
ほ
か
常
連
の
陸
上
部
、
三
年
連
続
~
ま
す

。

~
方
に
農
業
に
応
用
で
き
る
進
ん
だ
技
術
に
つ
い
~
と
な
る
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
が
進
出
し
て
い
ま
す

。

~

~
て
、
生
徒
と
教
員
を
対
象
に
研
修
会
を
行
っ
て
もi
農
業
ク
ラ
ブ
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
で
、
食
~

~
ら
い
ま
し
た。

恒
例
と
な
っ
た
土
曜
日
に
行
う
学
~
料
と
生
活
文
化
の
二
部
門
で
県
大
会
最
優
秀
と
な
~

校
長
挨
拶

校 長

細井直樹

派
遣
団
員

生

徒

農

業

科

榊

原

啓

太

渡
会

章
代

安

藤

孝

志

藤

井

康

睦

上
村
有
季
奈

伊

藤

朋

子

大
羽
由
紀
恵

鈴

木

都

堤

菜

々

村
田
智
則
中
島
章
雄

一年一年
二
年

三
年

二
年

第
れ
回

肺
昧
較
派
遣
研
修
報
告

同

窓
令

報

歓
迎

「
オ
ラ
ン
ダ
研
修
に
参
加
し
て
」

~
食
後
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
へ
向
か
い
、
二
十
時

~
十
五
分
発
の

J
L
4
1
2

便
で
成
田
へ
。

~
六
月
―

-+
―
―一
日
（
金
）
日
本
到
若

~
十

三
時
四
十
分
成
田
着

。

品
川
経
由
で

~
十
八
時
十

二
分
豊
橋
駅
に
到
若

。

~
四
お
わ
り
に

~
第
九
回
の
オ
ラ
ン
ダ
姉
妹
校
派
遣
研
修
も
無
事

~
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

生
徒
た
ち
は
初

~
日
か
ら
積
極
的
に
姉
妹
校
生
徒
と

交
流
を
深
め
、

~
双
方
の
生
徒
が
別
々
に
行
動
す
る
こ
と
も
見
ら
れ

~
ず
、
ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
校
の
校
長
先
生
を
は
じ
め
関

~
係
者
よ
り
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
き
ま
し
た

。

ま
た
、

~
異
国
の
地
で
の
勤
労
体
験
を
は
じ
め
と
す
る
様

々

~
な
活
動
を
通
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
は
大
き
な
収

~
穫
を
得
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん

。

こ
う
し
た
機
会

~
を
与
え
て
頂
き
感
謝
致
し
ま
す
。

••••••••••••••• 

3
|
E

大
羽
由
紀
恵

私
は
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
に
参
加
し
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
経
験
し
、
自
分
を
大
き
く
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
し
た
。

初
日
は
、
初
め
て
の
海
外
生
活
で
、
友
達
と
も
離

れ
離
れ
で
、

言
葉
は
英
語
で
話
す
し
か
方
法
が
な

く
て
、
一
週
間
う
ま
く
や
っ
て
い
け
る
の
か
と
い

う
不
安
や
心
配
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
そ
ん
な
不

安
か
ら
最
初
は
、
日
本
人
で
固
ま
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
で
も
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た
ち
は
、
そ
ん
な
私

た
ち
に
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
話
し
て
き
て

く
れ
ま
し
た
。
最
初
は
戸
惑

っ
て
い
た
私
た
ち
も
、

ぎ
こ
ち
な
い
英
語
や
身
振
り
手
振
り
で
少
し
ず
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ
て
い
き
ま
し
た
。

時
間
が
た
つ
に
つ
れ
て
、
少
し
言
菓
が
解
ら
な
く

て
も
と
て
も
楽
し
く
な
り
た
く
さ
ん
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
族
の
方
々
も
解

り
や
す
い
英
語
で
ゆ
っ
く
り
と
丁
寧
に
話
し
て
く

れ
た
り
、
色
々
な
場
所
に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

り
、
親
切
に
し
て
い
た
だ
き
一
週
間
と
て
も
快
適

に
過
こ
す
こ
と
が
で
き
オ
ラ
ン
ダ
で
は
と
て
も
良

い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
度
十
一
月
に
は
オ
ラ
ン
ダ
の
生
徒
た
ち
が
日

本
に
来
る
の
で
私
た
ち
は
オ
ラ
ン
ダ
で
楽
し
ま
せ

て
も
ら
っ
た
以
上
に
た
く
さ
ん
楽
し
ま
せ
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

も
し
、
来
年
度
の

オ
ラ
ン
ダ
派
遣
に
行

こ
う
か
迷
っ
て
い
る

人
が
い
る
な
ら
、
絶

対
に
参
加
す
べ
き
で

す
。
日
本
で
は
学
べ

な
い
多
く
の
こ
と
を

自
分
で
見
た
り
聞
い

た
り
し
て
き
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

去
る
六
月
八
日
四
角
い
メ
ロ
ン

『カ
ク
メ
ロ
』

特
許
出
願
披
露
式
に
出
席
の
機
会
を
得
ま
し
て
十

数
年
ぶ
り
に
農
両
の
門
を
く
ぐ
り
ま
し
た
が
昔
の

事
が
懐
か
し
く
想
い
出
と
し
て
胆
り
ま
し
た
。
校

舎
は
昭
和
三
十
年
代
後
半
の
面
影
は
な
く
す
べ
て

が
近
代
化
さ
れ
時
代
の
流
れ
を
実
感
し
た
一
日
で

し
た
。

さ
て
、
農
業
情
勢
は
W
T
O
農
業
交
渉
に
お
け

る
農
産
物
の
大
幅
な
関
税
引
下
げ
協
議
に
よ
り
、

生
鮮
野
菜
の
輸
入
量
が
過
去
最
高
を
記
録
し
、
輸

入
農
産
物
が
増
加
す
る
傾
向
に
あ
る
と
と
も
に
米

国
産
牛
肉
輸
入
再
開
が
決
定
す
る
な
ど
、
国
内
農

産
物
価
格
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
農
業
政
策
に
お
い
て
も
農
業
従
事
者
の
減

少
・
高
齢
化
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
縮
小
が
進
む

中
で
、
食
料
農
業
農
村
基
本
計
画
を
受
け
て
経
営

所
得
安
定
対
策
等
大
綱
が
決
定
さ
れ
、
価
格
安
定

政
策
か
ら
所
得
安
定
政
策
に
大
き
く
転
換
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
J

A
の
事
業
分
割
や
株
式
会

社
の
農
業
へ
の
参
入
に
つ
い
て
の
検
討
が
継
続
さ

れ
て
お
り
、

J

A
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
経
済
事
業

改
革
を
実
践
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
。
五
月
二
十
九
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
、

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
制
度
に
よ
り
農
産
物
の
安
心

安
全
に
対
す
る

一
層
の
対
応
が
必
要
と
な
り
ま
し

た
。
生
産
履
歴
記
帳
農
薬
の
ド
リ
フ
ト
対
策
等
徹

底
し
て
行
わ
な
く
て
は
消
費
者
の
信
頼
を
得
る
こ

と
は
出
来
ま
せ
ん
。
供
給
す
る
立
場
と
し
て
充
分

な
注
意
を
し
、
取
り
組
む
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

J

A
愛
知
み
な
み
に
つ
き
ま
し
て
は
第
二
次
中

期
経
営
計
画
に
基
づ
き
経
済
事
業
部
門
の
改
革

を
実
践
し
、
管
内
十
五
の
事
業
所
の
統
廃
合
を
組

合
員
の
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
に
実
施
し
て
参
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
第
三
次
中
期
経
営
計
画
に

添
っ
て
改
革
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

十
七
年
度
は
原
油
高
騰
と
異
常
気
象
に
振
り
回

さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
組
合
員
の

皆
様
の
努
力
に
よ
り
、
十
六
年
度
同
様
の
販
売
高

を
計
上
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
購
買
品
供

給
に
つ
き
ま
し
て
も
合
併
後
最
高
額
を
計
上
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
一
方
で
施
設
園
芸
農
家

に
と
っ
て
は
原
油
高
騰
に
よ
り
経
営
が
圧
迫
さ
れ

て
い
る
事
も
事
実
で
す
。
系
統
組
織
の
力
を
充
分

発
揮
し
安
定
供
給
と
価
格
交
渉
に
当
っ
て
い
き
ま

す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

終
わ
り
に
、
同
窓
会
員
の
皆
様
の
ご
活
躍
と
渥

美
農
高
の
発
展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

J

A
愛
知
み
な
み

代
表
理
事

伊

藤

欣

夫

（十
二
回
卒
）

組
合
長

「
農
業
J
A
を
取
り
巻
く

情
勢
に
つ
い
て
」
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は
、
カ
ク
メ
ロ

g翌
9
沿
盆
わ

を
出
荷
。
東
京
・

『
温
丸
知
角
』

Q

図
忍

名
古
屋
等
の
果

実
取
扱
店
で
一

た

に

臣

'

し

手

大

カ
ク
メ
ロ
全
国
に
発
信

図

）

コ

穫

を

産

個

一

万

円

か

ら

二
万
円
で
展
ホ

販
売
さ
れ
、
商

で

D
林

高

メ

農

品
化
を
実
現
し

｛一
農

ク

前

美

力

川

た

。今
後
の
目
標

渥

r
中

は
、
田
原
・
豊

橋
地
域
で
カ
ク
メ
ロ
を
特
産
品
と
し
て
産
地
形
成

す
る
こ
と
で
あ
る
。
特
許
を
出
願
し
た
こ
と
で
四

角
い
メ
ロ
ン
の
栽
培
優
先
権
は
、
渥
美
半
島
に
確

保
さ
れ
て
い
る
。
同

窓
生
の
皆
さ
ん
や
地

域
の
方
々
と
、
こ
の

地
で
磨
き
築
い
た
栽

培
技
術
を
活
か
し
、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
成
功
さ
せ
た
い
と

思
う
。
そ
し
て
、
渥

美
農
晶
生
徒
の
情
熱

と
努
力
か
ら
生
ま
れ

た
「
カ
ク
メ
ロ
」
の

研
究
成
果
を
残
し
、

渥
美
農
画
の
潜
在
能

カ
の
高
さ
を
「
カ
ク

メ
ロ
」
と
共
に
全
国

に
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
ス
て
い
る
。

「
温
故
知
新
」
。
ふ
る
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を

知
る
こ
と
で
あ
る
。
四
角
い
メ
ロ
ン
「
カ
ク
メ
ロ
」

は
、
そ
の
斬
新
な
外
観
か
ら
丸
い
マ
ス
ク
メ
ロ
ン

と
異
質
な
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

研
究
開
始
か
ら
五
年
目
を
迎
え
る
が
、
研
究
が
進

展
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
課
題
が
生
ま
れ
、
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
。
そ
の
度
に
い
つ
も
丸
い
マ
ス
ク
メ

ロ
ン
の
栽
培
を
振
り
返
る
。
多
く
の
先
人
が
残
し

た
知
恵
や
技
術
を
学
び
、
四
角
い
メ
ロ
ン
に
応
用

さ
せ
る
こ
と
が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
基
本
で
あ

る
。
丸
い
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
か
ら
新
し
い
四
角
い
メ

ロ
ン
の
栽
培
技
術
が
生
ま
れ
る
。
ま
さ
に
『
温
丸

知
角
』
で
あ
る
。

平
成
元
年
に
渥
美
農
高
に
赴
任
し
た
私
は
、
伊

藤
喜
産
郎
先
生
と
共
に
ス
リ
ー
ク
ォ
ー
タ
温
室
の

担
当
に
な
り
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
栽
培
の
知
識
・
技

術
を
学
ん
だ
。
学
校
で
採
種
し
た
純
系
の
品
種
を

接
ぎ
木
し
て
、
金
網
床
に
定
植
し
た
メ
ロ
ン
を
手

潅
水
で
管
理
し
て
収
穫
し
た
。
超
集
約
的
な
施
設

園
芸
で
あ
っ
た
。
当
時
の
松
井
三
幸
校
長
が
時
折

温
室
に
来
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
た
。
私
は
、

い
つ
し
か
「
立
派
な
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
を
作
り
た
い
」

と
い
う
欲
求
が
募
り
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の

頃
の
想
い
が
今
の
私
を
支
え
て
い
る
。

渥
美
半
島
は
、
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
の
産
地
で
あ
る

四
角
い
メ
ロ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
担
当
教
諭

加

藤

俊

樹

が
、
栽
培

面
積
は
、

平
成
に
入

り
激
減
し
て
い
る
。
良
い
マ
ス
ク
メ
ロ
ン
を
作
っ

て
も
ブ
ラ
ン
ド
カ
が
弱
い
の
で
市
場
で
高
値
が
付

か
な
い
。
そ
ん
な
現
状
に
「
悔
し
さ
」
を
感
じ
る
。

今
年
カ
ク
メ
ロ
を
希
望
小
売
価
格
一
万
円
で
売

り
出
し
た
。
高
価
格
に
ビ
ッ
ク
リ
す
る
人
も
い
る

が
、
贈
答
品
・
贅
沢
品
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
商

品
開
発
を
し
て
い
る
。
常
に
高
価
格
に
見
合
う
付

加
価
値
を
追
求
し
て
い
る
。
何
よ
り
も
栽
培
者
に

夢
を
抱
い
て
欲
し
い
と
考
え
た
。

平
成
十
四
年
、
温
室
野
菜
専
攻
生
の
提
案
で
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
た
。
平
成
十
五
年
に

初
め
て
マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
、
平
成
十
六
年

に
は
、
農
業
ク
ラ
ブ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
で

全
国
大
会
出
場
、
平
成
十
七
年
「
カ
ク
メ
ロ
」
と

し
て
商
標
登
録
、
愛
知
万
博
に
出
展
し
た
。

今
年
は
、

J

A
愛
知
み
な
み
・

J

A
豊
橋
と
共

同
で
特
許
を
出
願
、
七
月
に
は
農
林
水
産
副
大

臣
が
カ
ク
メ
ロ
現
地
調
査
の
た
め
に
来
校
し
、
後

日
農
林
水
産
大
臣
に
報
告
さ
れ
た
。
そ
し
て
夏
に

展示販売される渥美農高産

「カクメロ」 （神奈川県の百貨店）

平成1ワ年度決算書

【支出の部】 （単位円）

項 目 当初予算 補正予算 流用増減
流用後

支出済額 残額 摘要
予算額

会議費 55,000 〇△10,000 45,000 43,259 1,7 4 I 

総会費 10,000 2,000 12,000 11,164 836 

役員会議費 45,000 △ 12,000 33,000 32,095 905 4回

事務局費 110,000 〇△34,000 76,000 73,210 2,790 

事務用品費 60,000 △ 32,000 28,000 26,250 1,750 封筒(5,000枚）

項目 予算額 決算額 比較増滅 摘要 通信費 40,000 8,000 48,000 46,960 1,040 総会案内

繰越金 90,545 90,545 〇平成16年度より
事務局

10,000 △ 10,000 

゜゜゜会議費

入会金 955,000 955,000 1゚91X5,000円 事業費 510,000 〇△86,000 424,000 375,334 48,666 
(54回生）

寄付金 442 

゜
△ 442 特別事業費 100,000 △ 8,000 92,000 71,984 20,016 

元中村校長

送別会補助

雑収入 13 120,033 120,020 
預金利息・

同窓会会報 200,000 △ 20,000 180,000 152,650 27,350 発送、送料含む
会報購読費

合計 1,046,000 1.165,578 119,578 
支部 ・OB

60,000 △ 39,000 21,000 20,500 500 45回生
・育成費
卒業記

150.000 △ 19,000 131,000 130,200 800 
念品代

積立金 300,000 120,000 180,000 600,000 600,000 

゜【平成17年度会計監査報告】
基本金

100,000 100,000 0 200,000 200,000 

゜積立金

過日、半成17年度末までの会計監査を実施致しまし
特別事業

200,000 20,000 180,000 400,000 400,000 

゜積立金
た結果、関係話帳簿及び領収書等よく整備されており通
帳等との残高照合したところ、適切に処理されていたの 慶弔費 50,000 △ 32,000 18,000 17,202 798 3件

で御報告致します。
平成18年4月28日 予備費 21,000 △ 18,000 3,000 

゜
3,000 

監査八木良尚
渦橋講治 合計 1,046,000 120,000 0 1,166,000 1,109,005 56,995 

教 教 教
転

入

職

名

氏

名
旧
所
属
／
備

諭

理

科

小

久

保

昌

文

愛
知
県
立
成
章
高
等
学
校

諭

国

語

山

田

か

の

子

愛
知
県
立
福
江
高
等
学
校
／
再
任
用

諭

農

業

石

黒

勝

大

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校
／
再
任
用

主 教 教
転

出

職

名

教

敬
称
略
順
不
同

氏

名
転
出
先
／
備

諭

国

語

嘉

陽

和

子

退
職
／
本
校
非
常
勤

諭

農

業

伊

東

昌

輝

愛
知
県
立
安
城
農
林
高
等
学
校

再

任

用

教

諭

英

語

山

本

勝

退
職
／
本
校
非
常
勤

実

習

教

師

農

業

冨

田

三

人

退
職

期

限

付

講

師

理

科

小

埜

俊

郎

退
職
（
滋
賀
県
立
信
楽
高
等
学
校
）
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菜
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